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世界を知る＝より遠くを⾒る
n 地平線(ホライズン)のサイズ
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n ⾃分のホライズンを広げるには、、、
n より⾼い場所に登り、世界を俯瞰する=天⽂学
n スカイツリー、マウナケア、アタカマ、⼤気圏外



50年前の私にとっての「世界」
＠⾼知県安芸市

n この⽔平線は世界の果てなのか？
n その先に別の世界があるのか？
n もしあるならばそこに広がる⾵景は？

「⼦供の頃、海を⾒て育っちょらん⼈間は
信⽤できん」（⻄原理恵⼦）



⽇本を俯瞰する

国際宇宙ステーション

https://www.flickr.com/people/nasa2explore/



スペースステーションから⾒る天の川

国際宇宙ステーション

https://www.flickr.com/people/nasa2explore/



古代ギリシャの世界観
n プトレマイオス
「アルマゲスト」
（紀元150年頃）
n 古代ギリシャ天⽂

学の集⼤成
n アリストテレス的

宇宙観
n その後10世紀以上

にわたって⼤きな
影響を与え続けた

ペトルス・アピアヌス Cosmographia（1539年）
Wikipediaより

地球

太陽



ニコラウス・コペルニクス
「天球の回転について」(1543)

2007年10⽉24⽇
⽇本学術振興会先端拠点形成プログラム
「ダークエネルギーネットワーク」
国際会議＠エジンバラ王⽴天⽂台
の際に特別公開中の図書館で撮影

太陽

地球



この星空の先にもさらに
別の世界が広がっているのか？



宇宙を見る目の進歩 (1)

地上５m望遠鏡＋写真乾板
100万×人間の眼



宇宙を見る目の進歩 (2)

地上4m望遠鏡＋CCD：
100×写真乾板



宇宙を見る目の進歩 (3)

ハッブル宇宙望遠鏡
http://www.spacetelescope.org/images

/archive/category/spacecraft/



宇宙を見る目の進歩 (4)ハッブル宇宙望遠鏡＋CCD：
1000×地上望遠鏡



2011年 ノーベル物理学賞
n 宇宙が、互いに反発し膨張を加速させる未
知のエネルギー(ダークエネルギー、あるい
は宇宙定数）で満たされていることを発⾒

ソール・パールムター ブライアン・シュミット アダム・リース



2017年ノーベル物理学賞

n ⼀般相対論の予⾔する時空を伝わる波（重⼒
波）を直接検出するとともに、⼤質量ブラッ
クホール連星を発⾒

ライナー・ワイス バリー・バリッシュ キップ・ソーン
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2019年ノーベル物理学賞
n 宇宙の進化と宇宙におけるこの地球の⽴ち位
置に関する⼈類の理解への貢献

(Contributions to our understanding of the evolution 
of the universe and Earth's place in the cosmos)

ジェームズ・ピーブルズ ミシェル・マイヨール ディディエ・ケロー



ダークマター、ダークエネルギー以上に重要な発⾒
宇宙はその果てまで物理法則に従っている

http://www.esa.int/spaceinimages/Images/2
018/07/Planck_s_view_of_the_cosmic_micro

wave_background2

Planck衛星 (2013)

宇宙モデルの予⾔
との驚くべき⼀致

現代天⽂学による
宇宙観の進化

http://www.esa.int/spaceinimages/Images/2018/07/Planck_s_view_of_the_cosmic_microwave_background2


1995年 宇宙は惑星で満ちていた

https://solarsystem.nasa.gov/resources/311/kepler-orrery-iii/

Nature 378(1995)355
Kepler planets
August 3, 2015
NASA/Daniel Fabrycky

初めて発⾒された系外惑星
51Peg b

4.2⽇で公転するホットジュピター

https://solarsystem.nasa.gov/resources/311/kepler-orrery-iii/


宇宙観の進化

宇宙は何からできている？



宇宙は「地球」で満ちている？
n 天の川銀河系内の恒星の数=1011個

n その10％の1010個が太陽と似た恒星（G型星）
n さらにG型星の10%がハビタブル惑星を持つと仮定

n 天の川銀河系内のハビタブル惑星の数=109個
n 観測できる範囲の宇宙内の銀河の数=1011個

n 宇宙内のハビタブル惑星の数=1020個
n ハビタブル惑星に⽣命が存在する保証は全くない
n 本当に⽣命を宿すための条件は未だ知られていな
い（適度な割合の海と陸＋偶然？）

n しかしこのなかで「この地球」だけが⽣命をもつ
と考える⽅がはるかに不⾃然では？
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本当にこれですべて？
我々のホライズンの先の「宇宙」

『不自然な宇宙』
講談社ブルーバックス
２０１９年



宇宙を学び世界を問う

ボイジャー１号が撮影した地球
（ペイル・ブルー・ドット）

プランク探査機による

宇宙マイクロ波背景輻射全天温度地図

ESA and the Planck Collaboration - D. Ducros
NASA/JPL

NASA/JPL-Caltech/Space Science Institute
カッシーニ探査機が撮影した地球

n 果てのないホライズンの拡⼤
n ⾼いところに登る＝「学」
n 遠くを眺めてその先を考える＝「問」

n 天⽂学・宇宙物理学の進歩 ⇔ 新たな世界観
n 宇宙と⽣命の誕⽣・進化


